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ホログラフィックメモリーは次世代の大容量光メモリーとして注目されている。その中でわれ

われは位相変調時系列信号方式角度多重ホログラフィックメモリーについて研究を行っている。

この系では、Fig.1のように、位相情報を多チャンネル時系列信号にコーディングし、参照光の角

度変化を利用し、同じ記録箇所で多重記録する[1]。このシステムにおいて、実験時には光学系で

は Fig.2のような三つの位置ずれが生じる可能性がある。三つの位置ずれはそれぞれ、記録時レン

ズのフーリエ面が記録材料の中心からのずれ𝑧0、記録時参照光の回転中心のずれ𝑟𝑟0及ぶ再生時読

み出し光の回転のずれ𝑟𝑝0である。位置ずれは時系列信号の再生結果に影響を与え、更に記録間隔

の調整にも重要であるため、この影響を明らかにする必要がある。 

まず数式解析に基づき、光学系の位置ずれによる付加位相を分析する。次にシミュレーション

において、図 Fig.3のように、位置ずれが再生した時系列信号方式に与える影響をジッター解析で

評価する。今回は解析式とシミュレーション結果両方から光学系の位置ずれの影響を解明する。 
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Fig.1 System Setup 

Fig.2 The deviations in the optical system 
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Fig.3 Jitter with the deviation 𝑧0 
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